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2.6 回帰係数についての仮説検定

A) 検定統計量の分布 (続)

前回の授業で、(検定)統計量の分布が次のようになることを示した。ま
ず、攪乱項に関して仮定 5が満たされるときには、

τ1 =
b− β√

σ̂2
∑n

i=1 w
2
i

∼ t(n− 2)

として定義される τ1 は自由度 n− 2の t分布に従う。
次に、攪乱項に関して仮定 2’しか満たされないときは、a, bの厳密な分

布が得られないので、統計量 τ2 は中心極限定理により

τ2 =
b− β√

σ̂2
∑n

i=1 w
2
i

d−→N(0, 1) as n→∞

3

nが十分大きいときに (漸近的に)標準正規分布に従う。
このことを確認するために、次のようなシミュレーション実験を行お

う。モデルを

Yi = 2.0 + 0.5Xi + εi, (i = 1, . . . , n)

で与え、Xi = 10+ 50
n iとする。 εi をコンピュータ乱数によって発生させ

て Yi を作成し、得られた (Yi, Xi)のデータから最小 2乗法によって定数
項 α = 2.0、Xi の係数 β = 0.5の推定を行う。そして、この実験を 5, 000

回繰り返し、β の推定量 bの経験分布を求める。
εi の分布として、次の 2つのケースを考える。

ケース A: 攪乱項 εi ∼ iid N(0, 9)であり、n = 25のケース。
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ケース B: 攪乱項 εi ∼ IID(0, 9)であるが、

εi =

{
3 with p = 0.5
−3 with p = 0.5

となっているケース。標本の大きさを変えた n = 25, 100, 400の 3

つのケースを扱う。

ケース Aの実験結果

β = 0.5であるため、

τ1 =
b− 0.5√

σ̂2
∑n

i=1 w
2
i

の分布を求めた。理論的には、厳密な τ1 の分布は自由度 23の t分布にな
る。τ1 の経験分布関数と t(23)の分布関数、標準正規分布の分布関数を全
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域で描いた図からはほとんど同一のように見えるが、分布の左裾部分を拡
大すると、標準正規分布に比べて τ1 の経験分布関数の裾が厚く（すなわち
標準正規分布に比べて平均から離れた小さな値をとる確率が高い）、t(23)

の分布関数に近いことが確認できる。

ケース Bの実験結果

n = 25, 100, 400の 3ケースについて

τ2 =
b− 0.5√

σ̂2
∑n

i=1 w
2
i

の分布を求めた。中心極限定理より、n → ∞ のとき、τ2 の分布は標準
正規分布に分布収束する。τ2 の経験分布関数と標準正規分布の分布関
数を全域で描いた図からも、n = 25 のケースでは近似は悪いものの、
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n = 100, 400 のケースにおいては、正規分布による近似は良いことが分
かる。これは、分布の左裾部分を拡大した図からも確認できる。

B) 回帰係数の仮説検定の実際

仮説検定においては、帰無仮説 (H0)と対立仮説 (H1)という互いに背
反な二つの仮説を立てる必要がある。エコノメトリックス（計量経済学）
においては、 {

H0 : β = β∗

H1 : β �= β∗

という仮説が立てられることが多いが、場合によっては、
{

H0 : β = β∗

H2 : β > β∗ (or β < β∗)

ということもあるので、注意が必要である。
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さらに、Excelの分析ツールを含む統計ソフトの出力結果は、

• 攪乱項に関して仮定 5　 εi ∼ N(0, σ2)　を仮定。
• 帰無仮説と対立仮説は、上記の H0 vs H1 を設定。
• β∗ = 0を仮定。

を前提としていることが多いので、利用には注意が必要である。
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